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O6
“がんの包括的な医療”の提供を目標に
東大との連携で放射線治療科を設立し、
高齢化進む地域の切実な要望に応える
東京のベッドタウン神奈川県厚木市にある東名厚木病院の開設は1981年。以来、救急医療の充実化に取り組んできたが、
首都圏地域の例に漏れず高齢化の波はこの地にも到来し、がん患者が急増することには抗えなかった。
病院は、この地域の課題、そして要望に応えるべく、201７年に地域包括ケア病床、緩和ケア病棟、化学療法センターを開設。
同年６月には放射線治療科も開設したのである。人的体制、装置の運用等については、東大病院の協力を得た。
放射線治療科設立の意図、経緯、そして現状について、山下院長、サポートした東大病院の中川准教授らに話を聞いた。

1985 年富山医科薬科大学（現・富山大学）医学部
卒。同年同大学病院第二外科（消化器外科）入局。
1999 年より東名厚木病院に勤務、2015 年同院病院
長に就任。日本外科学会外科専門医、日本救急医
学会救急科専門医。

山下 巌（やました・いわお）氏

2017 年 1 月に新棟（4 号館：写真）が完成。手術 
室の拡充に加え、放射線科では最新の高性能放射
線治療装置をはじめ、80 列 CT や 3 テスラMRI
など最新モダリティの導入を実現している

社会医療法人社団三思会 東名厚木病院
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神奈川県

―
―
東
名
厚
木
病
院
の
概
要
か
ら
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

当
院
は
「
地
域
の
医
療
を
支
え
た
い
」
と
い

う
創
設
者
の
信
念
の
も
と
、
１
９
８
１
年
に
病

床
数
60
床
で
開
設
さ
れ
、
38
年
経
っ
た
現
在
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
８
床
を
含
む
２
８
２
床
に
ま
で
成
長
し

て
き
ま
し
た
。

　

当
院
の
最
大
の
特
長
と
し
て
は
、
24
時
間

３
６
５
日
対
応
、
決
し
て
断
ら
な
い
救
急
医
療

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
救

急
車
の
受
け
入
れ
台
数
は
、
５
０
０
０
台
超

（
２
０
１
７
年
度
）
で
あ
り
、
病
床
数
を
勘
案
す

れ
ば
、
こ
の
実
績
は
か
な
り
胸
を
張
れ
る
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
然
、
受
け
入
れ
体
制

も
充
実
し
て
お
り
、
救
命
救
急
医
、
救
急
外
来

看
護
師
な
ど
の
人
的
体
制
だ
け
で
な
く
、
最
新

の
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
機
器
も
迅
速
に
稼
働

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
在
宅
医
療
に
も
早
く
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
も
、
も
う
ひ
と
つ
の
特
長
に
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
１
９
９
３
年
に
は
、
神
奈
川
県
初
の

た
新
館
に
５
室
に
増
設
し
た
ほ
か
、
化
学
療
法

セ
ン
タ
ー
や
14
床
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
新
た
に

設
け
て
い
ま
す
。

―
―
そ
の
新
館
に
最
新
型
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
導
入

さ
れ
る
な
ど
、
放
射
線
治
療
に
注
力
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
ね
。

　

４
～
５
年
前
か
ら
思
い
描
い
て
い
た
構
想
な
の

で
す
が
、
放
射
線
治
療
に
力
を
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
目
指
し
た
の
は
、
放
射
線
に
よ

る
治
療
お
よ
び
緩
和
な
ど
、
大
学
病
院
で
行
っ

て
い
る
放
射
線
治
療
の
小
規
模
圧
縮
型
体
制
で

す
。
こ
れ
も
、
が
ん
治
療
の
地
域
完
結
型
を
目

指
し
た
結
果
で
す
。
高
度
な
放
射
線
治
療
を
、

厚
木
と
い
う
地
域
で
患
者
さ
ん
に
提
供
し
た
い

と
考
え
た
の
で
す
。

　

そ
の
思
い
の
結
果
、
２
０
１
７
年
６
月
に
最
新

鋭
の
放
射
線
治
療
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。

病
院
併
設
型
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
と
し
て
は
病
院
が
在

宅
ケ
ア
を
や
る
こ
と
は
珍
し
く
、
全
国
的
に
も

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
１
年
に
は
地
域
医
療
支
援

病
院
の
承
認
を
受
け
、
以
降
、
か
か
り
つ
け
医

の
先
生
方
か
ら
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
に

高
度
か
つ
専
門
的
な
医
療
を
行
い
、
病
床
や
医

療
機
器
の
共
同
利
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

―
―
が
ん
治
療
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

す
べ
て「
地
域
の
た
め
に
」で
す
。
救
急
医
療
、

在
宅
医
療
に
加
え
て
、
近
年
は
同
じ
思
い
か
ら
、

が
ん
治
療
に
力
を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
地

域
で
も
、
高
齢
化
と
と
も
に
が
ん
に
罹
患
す
る

方
は
増
え
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
県
央
地
区
で

は
が
ん
に
罹
っ
た
方
は
遠
方
の
大
規
模
病
院
や

が
ん
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
に
行
か
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
通
院
に
は
、
身
体
的
、

経
済
的
負
担
が
伴
う
の
は
自
明
で
す
。
そ
れ
故
、

地
域
医
療
を
担
う
当
院
と
し
て
は
、
是
非
こ
の

状
況
を
変
え
た
い
、が
ん
治
療
の
「
地
域
完
結
型
」

を
推
し
進
め
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
が
ん
治

療
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
手
術
室
は
２
０
１
７
年
に
建
設
し

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
発
展
と
と
も
に
、
放
射

線
治
療
装
置
は
年
々
進
歩
し
て
い
ま
す
。
が
ん

を
で
き
る
だ
け
切
ら
な
い
、
つ
ま
り
患
者
さ
ん
の

負
担
を
最
小
限
に
し
て
治
す
―
そ
れ
を
目
的
に
、

最
新
型
の
高
精
度
放
射
線
治
療
装
置
で
あ
る

「Elekta Synergy

（
エ
レ
ク
タ
）」
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

同
装
置
を
決
め
る
際
は
、
当
院
か
ら
放
射
線

治
療
分
野
で
著
名
な
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病

院
（
以
下
東
大
病
院
）
の
中
川
恵
一
先
生
に
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
東
大
病
院
と
同
じ
装
置
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
版
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。
同
時
に
放
射
線
治
療
医
の
派
遣
と
指

導
も
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

東
大
病
院
と
の
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
も
構

築
し
た
こ
と
で
、
大
学
病
院
と
同
レ
ベ
ル
の
治
療

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
ほ
ぼ
理
想
的
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
体
制
が

整
い
ま
し
た
。

―
―
最
新
型
放
射
線
治
療
装
置
の
導
入
へ
の
評

価
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

患
者
数
に
つ
い
て
は
、
入
院
治
療
も
受
け
入

れ
て
い
る
関
係
も
あ
り
順
調
に
推
移
し
て
い
ま

社
会
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療
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人
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思
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東
名
厚
木
病
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院
長山
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巌
氏
に
聞
く

■

社
会
医
療
法
人
社
団
三
思
会 

東
名
厚
木
病
院

地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
、
救
急
医
療
、
在
宅
医
療
、
が
ん
医
療
に
注
力

「
断
ら
な
い
、
質
の
高
い
医
療
」
を
提
供
し
、
病
院
の
成
長
を
図
る
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す
。
特
に
、
が
ん
患
者
の
緩
和
照
射
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
後
も
増
え
る
見
込
み
で
す
。

　

放
射
線
治
療
装
置
は
高
価
で
あ
る
上
、
維
持

費
も
か
か
り
ま
す
の
で
、
費
用
対
効
果
に
関
し

て
は
短
期
的
視
野
か
ら
は
評
せ
ず
、
将
来
的
に

採
算
が
と
れ
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

と
は
言
え
、
当
院
が
最
新
の
放
射
線
治
療
を

行
っ
て
い
る
事
実
を
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

は
極
め
て
重
要
で
す
ね
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
周

辺
の
病
院
や
診
療
所
の
先
生
方
か
ら
は
、
患
者

さ
ん
を
よ
く
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

最
近
で
は
、
治
療
で
来
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が

口
コ
ミ
で
放
射
線
治
療
の
情
報
を
広
げ
て
く
れ

て
お
り
、
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
東
名
厚
木
病
院
の
今
後
の
展
望

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
、
神
奈
川
県
の
公
的
医
療
機
関
等

２
０
２
５
プ
ラ
ン
（
※
２
０
１
５
年
４
月
に
施
行

さ
れ
た
医
療
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
２
０
２
５

年
の
あ
る
べ
き
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
向
け

た
長
期
的
な
取
組
み
の
方
向
性
を
示
す
「
神
奈

川
県
地
域
医
療
構
想
」）
の
策
定
対
象
医
療
機
関

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
こ
の
構
想
に

沿
っ
て
、
さ
ら
に
質
の
高
い
救
急
医
療
体
制
の
構

築
、
が
ん
患
者
に
対
す
る
最
先
端
医
療
の
提
供
、

地
域
医
療
に
お
け
る
包
括
的
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
拡
充
な
ど
を
柱
に
医
療
環
境
の
整
備
を
推
し

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
的
に
は
私
が
還
暦
を
迎
え
た
こ

と
も
あ
り
、
医
師
の
世
代
交
代
を
う
ま
く
行
い

た
い
で
す
。キ
ー
と
な
る
考
え
方
は
、「
断
ら
な
い
、

質
の
高
い
医
療
」
の
継
承
に
尽
き
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
、
持
ち
得
る
限

り
の
医
療
を
提
供
し
、
効
果
的
に
病
気
を
治
す
、

で
す
。
そ
れ
が
最
終
的
に
地
域
の
医
療
を
支
え

る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
当
病
院
の
成
長
に
繋
が
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

切れ目のないがん治療の一環として、患者とその家族が、可能な限り質の高い
治療・療養生活を送れるように、全室個室の緩和ケア病棟（全 14 床）を設置し
ている。緩和ケア病棟以外にも、清潔感溢れる24 床の個室の病室を擁す。

同院で稼働している放射線治療装置「Elekta Synergy」。連携している東京大
学病院のビームデータを活用することで、設置から稼働までの調整時間を短縮し、
万一のトラブルが起きた場合でも治療の継続性を確保している。

2017 年 7 月にオープンした、化学療法センター。ベッドとリクライニングソファの 2
タイプを用意。落ち着いた環境でくつろぎながら治療を受けることができると、外
来で通院するがん患者から好評を得ている。

　　

――東名厚木病院との連携の経
緯についてお聞かせください。
　東名厚木病院の放射線診断科
医が東大病院医局出身だった縁
で、東名厚木病院から放射線治
療部門開設に当たって力を貸して
ほしいとのお話がありました。当
該地域は放射線治療の施設が不
足していたことから、放射線治療
部門開設に際して、機器の選定
や医師の手配等を含め、当科が
積極的にバックアップしました。

と比較しても遜色ない性能を発揮
でき、かつ標準的な医療を実施
できる環境を整備しました。また、
東大病院と専用のネットワーク回
線を結び、マンパワーの面で不足
しがちな領域をサポートできる環
境も整えています。
――東名厚木病院では、症状緩
和のための放射線治療も多いと聞
いています。
　根治的な放射線治療が重要で
あることはもちろんですが、一方
で症状緩和のための放射線治療
も同等以上に重要です。しかし、
症状緩和のための治療は、難易
度が高くないにも関わらず、国内
ではあまり実施されていないのが
現状です。東名厚木病院は、放
射線治療部門を立ち上げたばかり
でもあるので、高精度放射線治
療に拘らず、患者にとっても有益
な症状緩和のための放射線治療
にも積極的に取り組んでもらいた

――放射線治療部門開設に際し
て留意した点についてお聞かせく
ださい。
　先述したとおり、東名厚木病院
のあるエリアには、放射線治療が
可能な医療機関が少ないため、
装置の選定では、高精度治療か
ら症状緩和のための治療まで対
応可能な、汎用性の高い装置を
選定しました。また、放射線治療
計画システム等も東大病院と同じ
ものを採用したことで、大学病院

いと考えています。
――東名厚木病院で高度な放射
線治療を実施する意義をお聞かせ
ください。
　高齢化社会の進展に伴い、各
地でがん患者が増加しています。
東名厚木病院が、がん治療に注
力して放射線治療部門を整備し
たのは診療報酬の適正化と相
俟って、病院経営的に正しい選
択だと思います。
　ただ、始めは経営的にも負担は
大きいでしょうが、地域住民にとっ
てがん治療に対する選択肢が増え
ることはとても良いことです。そ
のためには、近隣の医療施設や
市民へのアピールが重要です。
　放射線治療は、短期間で治療
することが可能です。就労対策に
も優れており、夜間の放射線治
療実施など、今後は民間病院なら
ではの施策を是非進めてほしいと
思います。

日本の放射線治療発展に
長年尽力してきたことで知られる
東京大学医学部附属病院
放射線科放射線治療部門 准教授の
中川恵一氏に、東名厚木病院と
東京大学医学部附属病院との
医療連携の現況と
今後の展望について話を聞いた。

東京大学医学部附属病院
放射線治療科

中川恵一氏に聞く
なかがわ・けいいち

放射線治療が手薄な地域における放射線治療科設立を支援し、
標準的な放射線治療の普及と啓発に尽力

　

東
名
厚
木
病
院
の
放
射
線
部
門
は
、
画
像
診

断
を
行
う
放
射
線
診
断
科
と
放
射
線
治
療
を
行

う
放
射
線
治
療
科
、
そ
し
て
、
診
療
放
射
線
技

師
た
ち
が
放
射
線
検
査
・
治
療
を
実
施
す
る
放

射
線
技
術
科
の
３
科
に
分
か
れ
て
、
診
療
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

　

放
射
線
治
療
科
は
、
非
常
勤
の
放
射
線
治
療

医
1
名
、
放
射
線
技
術
科
か
ら
の
常
勤
の
医
学

物
理
士
1
名
、
専
従
の
診
療
放
射
線
技
師
1
名

て
、
伊
藤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｑ
Ａ
・
Ｑ
Ｃ
は
も
ち
ろ
ん
、
一
部
、
治
療
計
画

も
担
当
し
て
い
ま
す
。
当
放
射
線
治
療
室
内
に

お
け
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
管
理
や
、
治
療
開
始
ま
で

の
進
捗
管
理
に
つ
い
て
は
、
特
性
要
因
図
を
用
い

て
い
ま
す
。
特
に
進
捗
管
理
に
つ
い
て
は
、
ガ
ン

ト
チ
ャ
ー
ト
を
医
学
物
理
士
で
あ
る
私
が
作
成

し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
共
有
で
き
る
よ
う
な
手

法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
」

と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
2
名
か
ら
な
る
計
４
名
体

制
。
看
護
師
は
、
看
護
部
か
ら
専
従
の
看
護
師

１
名
お
よ
び
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
１
名
の
都

合
２
名
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
お
り
、
患
者
数

に
応
じ
て
応
援
の
ス
タ
ッ
フ
が
カ
バ
ー
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
下
、
東
大

病
院
）
か
ら
同
院
に
赴
任
し
た
医
学
物
理
士
の

伊
藤
拓
也
氏
は
診
療
の
現
況
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
科
は
２
０
１
７
年
６
月
に
診
療
を

開
始
し
ま
し
た
が
、
準
備
は
そ
の
半
年
前
の
12

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
私
は
当
時
か
ら

週
３
日
程
度
、
非
常
勤
職
員
と
し
て
放
射
線
治

療
装
置
の
準
備
を
進
め
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
私
自
身
は
、
い
く
つ
か
の
病
院
で
放

射
線
治
療
部
門
を
立
ち
上
げ
た
経
験
が
あ
り
ま

す
が
、
診
療
放
射
線
技
師
の
人
た
ち
は
放
射
線

治
療
業
務
に
携
わ
る
の
が
経
験
者
1
名
以
外
は

ほ
ぼ
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
い
ち
早
く
慣
れ
て
も

ら
う
た
め
に
、
そ
の
指
導
に
は
大
い
に
留
意
し

ま
し
た
。

　

現
在
、
週
５
日
、
１
日
あ
た
り
約
20
件
照
射

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
照
射
件
数
は
初
年
度
と

し
て
は
多
か
っ
た
で
す
ね
。乳
が
ん
術
後
照
射
や
、

肺
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
食
道
が
ん
へ
の
根
治
照

射
も
行
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
当
院
は
入
院
に

よ
る
放
射
線
治
療
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
緩
和
的
な
放
射
線
治
療
の
件
数
が
多
い
点

も
特
徴
と
言
え
ま
す
。

　

医
学
物
理
士
と
し
て
の
現
在
の
業
務
に
つ
い

　

同
院
で
は
、
東
大
病
院
の
支
援
を
受
け
や
す

い
よ
う
に
と
、
放
射
線
治
療
装
置
は
同
じ
リ
ニ

ア
ッ
ク
「Elekta Synergy

（
エ
レ
ク
タ
）」
を

導
入
。
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
等
、
関
連
シ
ス
テ
ム

も
同
様
で
あ
る
。

東
名
厚
木
病
院
　
放
射
線
技
術
科

医
学
物
理
士

伊
藤
拓
也
氏
に
聞
く

■

社
会
医
療
法
人
社
団
三
思
会 

東
名
厚
木
病
院

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
と
緊
密
に
連
携
し
、

標
準
的
な
放
射
線
治
療
を
効
率
よ
く
実
施

東京大学医学部附属病院放射
線治療科 医学物理室から東名
厚木病院に赴任している医学
物理士の伊藤拓也氏

伊藤拓也氏
（いとう・たくや）

東
大
病
院
と
同
等
の
機
能
を
装
備
し
、

大
学
レ
ベ
ル
の
標
準
的
放
射
線
治
療
を
実
施

リ
ニ
ア
ッ
ク
「E

lekta S
ynergy

」
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放射線治療装置「Elekta Synergy」を背に、放射線科のスタッフの皆さん。放射線治療科は、非常勤の放射線治療医 1 名、
放射線技術科から常勤の医学物理士 1 名、専従の診療放射線技師 1 名とローテーション2 名の計４名体制をとっている

「
当
院
の
特
徴
の
１
つ
と
し
て
、
治
療
装
置
な
ら

び
に
計
画
シ
ス
テ
ム
等
を
共
通
に
し
た
こ
と
で
、

東
大
病
院
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
放
射
線
治
療

関
連
の
デ
ー
タ
連
携
を
実
施
し
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

当
院
の
患
者
デ
ー
タ
を
東
京
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
端
末
か
ら
参
照

す
る
こ
と
が
で
き
、
東
大
病
院
で
当
院
の
患
者

の
治
療
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

遠
隔
活
用
で
は
、
特
に
緊
急
照
射
の
際
、
東
大

病
院
の
豊
富
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
活
用
で
き
る
点
が

有
難
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
当
院
で
は
、
放
射
線
治
療
に
お
け
る

リ
ニ
ア
ッ
ク
の
ビ
ー
ム
デ
ー
タ
も
、
東
大
病
院
の

リ
ニ
ア
ッ
ク
と
同
じ
に
な
る
よ
う
に
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
な
お
、
当
院
に
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
１
台
し

か
な
く
、
万
一
装
置
が
ト
ラ
ブ
ル
で
稼
働
で
き
な

い
場
合
、
東
大
病
院
で
治
療
を
継
続
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。こ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
で
す
ね
。

　

ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
な
っ
た
も
う
１
つ
の

理
由
は
、
放
射
線
治
療
部
門
の
立
ち
上
げ
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
東
大
病
院
の
ビ
ー
ム
デ
ー
タ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
装
置
調
整
等
の
確
認
事
項
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
世
界

的
に
も
普
及
し
は
じ
め
て
き
て
い
る
導
入
方
法

で
も
あ
り
ま
す
が
、
当
院
の
珍
し
い
と
こ
ろ
は
施

設
を
ま
た
い
で
ビ
ー
ム
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
な
っ
た

点
に
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
東
大
病
院
と
異
な
る
点
も
あ
り
ま

す
。
当
院
で
は
ま
ず
、
標
準
的
な
放
射
線
治
療

を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
そ
の
点
で

は
研
究
に
も
重
き
を
置
く
大
学
病
院
と
の
違
い

は
明
白
で
す
。

　
一
方
、
東
大
病
院
の
装
置
よ
り
も
優
れ
て
い
る

点
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
カ
ウ
チ
に
６
軸
補

正
が
可
能
な
「H

exaPO
D

」
を
搭
載
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
装

置
は
、
１
㎜
単
位
の
平
行
移
動
で
し
か
カ
ウ
チ
が

動
き
ま
せ
ん
が
、「H

exaPO
D

」
を
搭
載
し
た

当
院
の
カ
ウ
チ
は
、
０・１
～
０・２
㎜
の
精
度
で

位
置
合
わ
せ
が
で
き
、
角
度
の
補
正
も
で
き
る

た
め
よ
り
精
度
の
高
い
治
療
を
実
施
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
、
標
準
的
な
治
療
の
実
施
を
優

先
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、当
院
の
特
徴
と
し
て
は
、

緩
和
の
た
め
の
放
射
線
治
療
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
入
院
、
加
療
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
線
治
療
の
重
要
性
に
対
す
る
理

解
度
に
は
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
の
が
現

状
で
す
。
そ
こ
で
医
師
た
ち
に
は
放
射
線
治
療

医
が
、
医
師
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
は
私
と

看
護
師
、
放
射
線
技
師
が
協
力
し
て
説
明
会
や

研
修
会
を
開
い
て
放
射
線
治
療
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
」

　

今
後
の
展
望
を
伊
藤
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
開
設
当
初
は
、
業
務
を
任
せ
ら
れ
る
診
療
放
射

線
技
師
の
人
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
で

は
、
３
～
４
人
プ
ラ
ス
応
援
体
制
が
整
っ
て
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
パ
ワ
ー
的
に
は
、
ま
だ
治
療
件
数
を
増
や

す
こ
と
に
十
分
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
の

で
、
今
後
は
、
近
隣
の
医
療
機
関
か
ら
、
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
や
、
健
診
で
が
ん
の

疑
い
が
あ
る
患
者
さ
ん
を
ど
の
よ
う
に
し
て
当

院
に
紹
介
し
て
も
ら
う
か
が
肝
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
当
院
が
“
が
ん
を
治
せ
る
”
病
院

で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
、
近
隣
住
民
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
」

　　

――東名厚木病院にご勤務され
た経緯についてお聞かせください。
　東名厚木病院が同院の放射線
治療部門をオープンする2ヵ月前の
2017 年 4 月から勤務し始め、準
備に取り組みました。その期間は
短かったものの、比較的スムーズ
に放射線治療部門を立ち上げる
ことができました。放射線治療開
始前の 4 月から外来診療を実施
し、あらかじめ患者さんの治療予
定を組んでいたことは大きな効果
を生みましたね。なお、症例数の
およそ半数は、緩和的な照射でし
た。おかげさまで、初年度は約
150件の新規患者さんが来院さ
れました。
――放射線治療科設立が成功し
た理由をお聞かせください。
　放射線治療科が支障なくオー
プンできたのには、２つの大きな
ポイントがあったと感じています。
　まず１つめは、東京大学医学部
附属病院（以下、東大病院）が
積極的にサポートした点です。東
大病院では、以前から他施設の
放射線治療部門設立に協力して
きた経験が豊富で、東名厚木病

　なお、放射線治療部門側でも、
医局会で放射線治療の初期活動
報告をしたり、治療適応疾患につ
いてのプレゼンを再度行ったりし
ていました。
――放射線治療科設立の際に留
意した点をお聞かせください。
　最も重要だと考えたのはスタッ
フ教育です。開設まで放射線治
療に精通したスタッフはおらず、
特に看護師については、放射線
治療医が不在でも患者さんの訴
えに対応できるようになってもらう
必要がありました。東名厚木病院
では、放射線治療に積極的に取
り組む看護師がいてくれましたの
で、その点は助かりました。また、
東名厚木病院では放射線治療目
的の入院も受け入れていることか
ら、病棟看護師にも放射線治療
に関する注意点を知ってもらう必
要がありました。それゆえ、今も
放射線治療の診察には必ず付き
添ってもらうようにしています。
――オンラインによる東大病院と
の情報連携についてお聞きします。
　オンラインによる連携は、常勤
医を赴任させるまでの過渡期的な
措置であり、東大病院では東名
厚木病院以外の施設でも実施し
た経験があり、決して特異なケー
スではありません。例えば緊急照
射の際、オンラインシステムがあ
ることの意義は大きいですね。折
角リニアックがあっても、治療計
画策定の関係から緊急照射がで
きないのは申し訳ありません。
　当時は、緊急照射がなくても、
患者さんの容体変化などについて

院でも医学物理士の伊藤拓也先
生を中心に、東大病院での研修
を含めて放射線治療科のスタッフ
の教育に熱心に取り組まれまし
た。診療放射線技師も東大病院
で研修し、放射線治療装置およ
びシステムの運用の準備を入念に
行いました。
　2 つめは、山下院長を筆頭に、
病院のスタッフが放射線治療科
設立にたいへん協力的だった点で
す。放射線治療科オープン前には、
院内の医師や看護師へ説明会を
実施しました。さらに山下院長や
地域医療連携部のスタッフととも
に近隣の病院へ訪問し、放射線
治療を始める挨拶やその病院の
医局会でプレゼンを行うなどの広
報活動を行いました。東名厚木
病院が、常勤の放射線治療医が
不在でもスムーズに診療をスター
トできたことは、病院のバックアッ
プ体制がしっかり整っていたから
だと感じています。
　現在も、放射線治療医が不在
でも、他の医師が薬を処方してく
れるなど、他診療科との連携など
は順調に機能しています。

毎日連絡をとって相談したりしてい
ましたね。
――稼働リニアックに関する所感
をお聞かせください。
　リニアックは、東大病院と同じ

「Elekta Synergy」を導入してい
ます。治療計画システムも同じも
のです。慣れていることもあり、
大変操作しやすいですね。赴任
時は、準備や実際の診療につい
て、より効率的に放射線治療を
行うことができました。
――今後、東名厚木病院での放
射線治療伸長のポイントをお聞き
します。
　１年が経ち、東名厚木病院の
放射線治療も軌道にのってきたと
感じています。今後も引き続き地
域でのがん治療が充実するよう、
そして、さらに患者数が増えると
良いなと考えています。
　それに加えて、放射線治療につ
いて、院内外での認知度と理解
度を高めることも重要です。例え
ば、出血性胃がんに関する緩和
的な照射が可能な点について、
消化器科のスタッフに驚かれるこ
とがありました。放射線治療医側
が当然と思っていることと他診療
科との認識のギャップを埋めてい
く必要があります。
　地域住民への啓発活動は、ソー
シャルワーカーのチームが積極的
に実施していると聞いています。
これだけの装置やシステムが導入
されているので、治療実績を増や
して地域医療に貢献するととも
に、持続的に病院経営にも役立
つようになると良いですね。

2017 年、東京大学医学部附属病院から
東名厚木病院に赴任して
非常勤放射線治療医として尽力。
現在は国立がん研究センター中央病院に
所属する大熊加惠氏に、
東名厚木病院 放射線治療科設立の
経緯について話を聞いた。

国立がん研究センター中央病院
放射線治療科

大熊加惠氏に聞く
おおくま・かえ

大学病院のサポートを受けて放射線治療部門を立ち上げ、
地域におけるがん医療のプレゼンス向上に貢献する

社会医療法人社団三思会
東名厚木病院

所在地：神奈川県厚木市船子 232
開設者：理事長　野村直樹
病床数：282床

1981 年、60 床の病院としてスター
トした東名厚木病院は、1982 年
に 100 床、1987 年に 202 床と順
調にその規模を拡大しながら地域
医療の拡充を進めてきた。2011
年には地域医療支援病院の認可を
受け、2018 年に 282 床に増床。
年間 5000 台以上の救急車を受け
入れるとともに、化学療法センター
や緩和ケア病棟、放射線治療科を
整備するなど、救急医療やがん治
療を中心に、地域住民および地域
の医療機関に信頼される医療の提
供を実践している。

同院では、がん相談支援センターを設け、専任の相談員が、がんに関す
る情報提供を行うとともに、療養上の不安や問題点について、課題解決
のサポートを実施。セカンドオピニオンについての相談等にも対応している。

放射線治療科では、１日あたり約 20 件照射を実施。乳がん術後照射や、肺がん、食道がん
への根治照射、症状緩和目的の緩和的な照射も多く実施している。


